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大河ドラマ

江
ごう

〜 姫 た ち の 戦 国 〜

作：田渕 久美子

天下分け目の戦いは、女たちの心の中にこそあった
　淀・初、そして江 。

　信長の妹・お市の方を母とし、日本史上最も有名な三姉妹（浅
あざ

井
い

三姉妹）の末っ子に生まれた江は、

徳川第二代将軍・秀忠の正室となり、娘は天皇家に嫁ぎ、息子は第三代将軍となります。

　しかし、そこに辿りつくまでの江の人生は、波乱と苦難の連続でした。

　二度の落城により父と母を失った江は、時の権力者たちに人生を翻弄され、三度の結婚を重ねます。

さらには、姉・淀と敵味方に分かれて天下を争うことに──。

戦国姫・江の“心のスペクタクルドラマ”

　戦国の世の苦しみを知りぬいた江は、天下太平を願い、江戸城に大奥をつくりあげます。

それは、以後二百数十年にも及ぶ、平和と繁栄の時代を築く礎となったのです‥。

　大奥の潔い終焉を描き「篤姫ブーム」を全国に巻き起こした田渕久美子が、丹念に歴史を取材し、

大奥の始まりに至る道のりを、鮮やかに華やかにオリジナルでドラマに仕上げます。

戦国史の、新たなスーパー・ヒロイン、江の活躍に、ご期待ください。
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企画意図

　幼い頃に戦乱で父母を亡くし、幾度もの結婚を余儀なくされながらも、最終的には
将軍正室にまでなった江。波乱万丈、とは江の人生を表現するための言葉といえます。
　また、信長を伯父、秀吉を義兄、家康を義父とした江は、戦国時代を代表するスー
パーセレブでした。江は、戦国・安土桃山から江戸への移り変わりを、常に時代の中
心点で直に目撃した、数少ない歴史の証人でもあるのです。
　しかしながら、江は、これまで歴史上にそれほどの強い印象を与えてはきませんで
した。
　それは、江が、生まれ故郷である近江の雄大な琵琶湖のように、いかなる人生の変
転に対しても穏やかさを決して失うことなく、すべての数奇な運命を豊かな心で受け
入れていったからではないでしょうか。
　社会や人間が余裕を失い、時代や他者、ときには自分自身に対しても不寛容な現代
にあって、江にはあらゆる事象への底知れぬ「優しさ」と、それを可能にする強靭な
「しなやかさ」を感じます。
　その「優しさ」や「しなやかさ」のバックボーンにあったのは、父との絆、母との
絆、夫との絆、そして姉たちとの絆だったのではないでしょうか。ゆるぎない絆があ
るからこそ、すべてをしなやかに受けとめ、優しくなれたのではないでしょうか。
　戦国時代に通じる激動の国際競争社会の現代にあって、江が育んだ“絆”を、今、
見つめなおしてみたいと考えています。

江（ごう）	 元亀4年／天正元年（1573）〜寛永3年（1626）
　江は、近江国小

お

谷
だに

城主・浅
あざ

井
い

長政と、織田信長の妹・お市の方の三女として生まれます。
小督（おごう）や、お江与（えよ）といった名前も伝わっています。
　江の生後間もなく、父・長政は信長に滅ぼされます。のちに母・市は柴田勝家に嫁ぎますが、
勝家は秀吉に敗れ、市も自刃します。
　秀吉にひきとられた三姉妹のうち、一番下の江が最初に結婚をします。ところが、夫・
佐
さ

治
じ

一
かず

成
なり

が秀吉の敵対陣営についたために、無理やりに離縁させられます。
　次の夫・羽柴秀勝（秀吉の甥）は、結婚後まもなく出陣。朝鮮で病死します。
　三度目の結婚は、秀吉の最大のライバル徳川家康の子でのちに二代将軍となる秀忠。や
がて徳川家は、姉・淀の豊臣家と敵対することに｜｜。
　秀忠とは五女二男に恵まれ、娘・和子は後水尾天皇に嫁ぎ、長男・家光は第三代将軍となります。

淀（よど）	 永禄12年（1569）〜慶長20年（1615）
　幼名、茶々。三姉妹の長女。秀吉の妻となり、豊臣家の嫡男・秀頼を生みました。また、
妹・江が羽柴秀勝との間にもうけた娘を養女として育てます。
　秀吉が亡くなった後は、秀頼を後見して大坂城の采配を振りました。徳川家の軍門に降
ることを潔しとせず、大坂夏の陣において秀頼とともに自刃します。

初（はつ）	 元亀元年（1570）〜寛永10年（1634）
　三姉妹の次女。名門・京極家の京

きょう

極
ごく

高
たか

次
つぐ

と結婚。三姉妹ではただ一人、子に恵まれず、
江の娘を養女としました。関ヶ原の戦いでは、夫とともに徳川方につきます。
　大坂冬の陣や夏の陣では、姉・淀のために豊臣方の代表使節となり、和平交渉に奔走します。



制作にあたって ドラマ番組　チーフ・プロデューサー　屋敷	陽太郎
　「江」は、大河ドラマ第５０作という大きな節目にあたる作品です。
　大河ドラマの歴史を築いた大先輩の一人である故・吉田直哉ディレクターは、大河ドラマの魅力は「過
去と現在との対話」だとしています。
　田渕久美子さんの「篤姫」は、２１世紀に生きる我々に、幕末の人々と同時に歴史事件に遭遇し、思い
を共にし、一緒に心を震わせる瞬間を生みだしてくださった、と私は思っています。まさに、過去と現在
との対話の醍醐味を、私は知りました。それは、熱烈なご支持をいただいた多くの視聴者の皆さんからの
絶大な反響にも表れていたと感じます。
　今回、田渕さんがどんな躍動感ある戦国時代を体験させてくれるのか、どんな魅力的な歴史上の人物と
出会わせてくれるのか、私は一人の視聴者としても楽しみでなりません。
　５０作目とはいえ、ドラマ作りの手法に特段の変わりはありません。ハラハラドキドキワクワクという
基本を大切にしていくのみです。そして、大河ドラマが、１００作、２００作、１, ０００作へと続くた
めにも、とことん面白いドラマにします。

脚 本 家 の 言 葉  田渕	久美子
　戦国、という言葉から、人はどんなことを想像するのでしょう。武士、領地の攻防、
血なまぐさく凄惨な合戦、天下取り――今回、その戦国をドラマ化しようとする『江』
のお話をいただいたとき、私の頭に浮かんだのは、そんなことばかりでした。前回執
筆した『篤姫』の舞台、幕末には存在しない事柄でもありました。
　ただ、資料を読むうちに、江と、彼女を取り巻く人々は、どんどん魅力を増してい
きました。幕府の開闢に深く関わった江と、その幕府に幕を引いた篤姫。そこに因縁
めいたものも感じました。でも、「戦国人」たちの感覚や息づかいはなかなか伝わっ
てこない。焦りを感じ始めたある日、訪れていた取材先で、ふと、気づきました。合
戦も天下取りも、関わっていたのはもっぱら男だ。愛しい人が、明日にも戦で死ぬか
もしれない、そんなひりひりと切迫した時代、女たちはただひとえに争いのない日々
を思い、恒久的な泰平を願っていたのではないだろうか、と。

　子を産み、育て、家を守る役目の女性たちが、ひたすら平和を望むのは、戦国も幕末も、現代も変わりはない
はずです。そして江こそまさに、多くの子供を産み育て、二代目徳川家を守りきった人だったのです。
　懸命に生きた女性を描けばいいのだ。それがわかると、資料に接する目が変わりました。男たちの陰で戦国を
動かしていたのは、実は女たちだったのかもしれない──取材と発見を続けながら私は今、江という女性とつな
がる糸が、次第に太く、強くなっているのを肌で感じています。
　過去に新たな視点で光を当てることで、現在を変え、未来を変える。過去を生きた人たちに感謝し、私たちは
きちんと生きているのだろうかと問い直す。
　歴史を書かせていただくにあたっての、私のテーマは不動です。
　『江』を誰よりも楽しみにしているのは、この私なのかもしれません。

【プロフィール】
　島根県生まれ。NHKでは連続テレビ小説「さくら」（橋田賞受賞）、月曜ドラマシリーズ「妻の卒業式」、夜の連続ド
ラマ「女神の恋」「ダイヤモンドの恋」など話題作を多数執筆。前向きに生きる女性たちの姿を豊かな表現で描き、視
聴者から深い共感を得ている。また、ドラマ以外にも映画・ミュージカル・落語・演劇・狂言など幅広い分野で精力的
に執筆活動をしている。
　大河ドラマは、「篤姫」（08年）に続いて2作目。激動の幕末にあって江戸城大奥を統率した天璋院篤姫の生涯を鮮や
かに描写し、全国に「篤姫ブーム」を巻き起こしたことは記憶に新しい。



	
	
	
	 	
	 	

1573年（元亀４年）	 	江、生まれる。父は近江国小谷城主・浅井長政、母は織田信長の妹・
お市の方。	
姉は、淀（幼名:　茶々）と初。“浅井三姉妹の末妹”

	 同年（天正元年）	 	父・長政、信長に敗れ自刃。江ら三姉妹は、母・市とともに信長
にひきとられる。	
※こののち、三姉妹は市とともに、伊勢上野城等で過ごす。

1582年（天正10年）	「本能寺の変」信長、死す。

	 同年	 市、柴田勝家に嫁ぐ。三姉妹も勝家の居城、越前・北ノ庄城に移る。

1583年（天正11年）	 	勝家、秀吉に敗れる（賤ケ岳の戦い）。市、勝家とともに自刃。
三姉妹は、秀吉にひきとられる。

1584年（天正12年）	 	江、尾張国大野城主・佐治一成に嫁ぐ。しかし、短期間で離縁となる。

1587年（天正15年）	 初、京極高次に嫁ぐ。

1592年（天正20年）	 江、秀吉の甥・羽柴秀勝に嫁ぐ。まもなく秀勝は出陣し、朝鮮で病死。	
	 ※江と秀勝との間に生まれた娘は、淀が養育することになる。

1593年（文禄２年）	 淀、秀吉の子・拾（のちの秀頼）を産む。

1595年（文禄４年）	 江、徳川秀忠（のちの二代将軍）に嫁ぐ。

1598年（慶長３年）	 豊臣秀吉、没。

1600年（慶長５年）	 「関ヶ原の戦い」

1603年（慶長８年）	 徳川家康、征夷大将軍となり、江戸に幕府を開く。

	 同年	 江と秀忠の長女・千姫、大坂城の秀頼に嫁ぐ。

1605年（慶長10年）	 秀忠、二代将軍となる。

1614年（慶長19年）	 大坂冬の陣。和睦交渉に、初が活躍する。

1615年（慶長20年）	 大坂夏の陣。淀、秀頼とともに自刃。

1620年（元和６年）	 江と秀忠の娘・和子、入内（後水尾天皇の中宮となる）。

1623年（元和９年）	 江と秀忠の長男・家光、三代将軍となる。

1626年（寛永３年）	 江、江戸城にて没す。

略 年 譜


